




神奈川大学経営学部教授 丹 野 勲
本書 は、柳 田教授 の長年 にわた る国際
会 計 に関 す る研 究 を ま とめた 労 作 で あ
る。本書 で は、 ドイ ッを中心 とした経 営
会 計 につ いて、 アメ リカ、 日本 とも比較
しなが ら論 じて い る。

















第1章 で は、16世 紀 か ら20世 紀 前
半 まで の、 ドイ ツの原 価計算 論の展 開 に
つ いて、歴 史 的視 点 よ り考 察 して い る。
特 に評者 が興 味 を持 った のは、 ドイ ツ資
本 主義 の発 展期 で あ る19世 紀 後半 の ド
イ ッ資本 主 義の発展 と会計 との関連 につ
いて詳細 に考 察 してい る点 であ る。 その
意 味で、本 章 は ヨー ロ ッパ経 営史 とい う
視 点で も高 い評価 が出来 るであ ろ う。 第
2節 で は、近 代 原 価 計 算論 の 先駆 者 で
あ るSchalenbachに つ いて、 その入物、
業 績 に関 して詳 し く紹介 して い る。彼 の
会 計学 のみ な らず ドイ ツ経営学へ の貢献
も含 めて、詳細 に論 じてい る点 はユニ ー
クで あ る。
第2章 で は、 ドイ ツにお ける原価計算
の展 開 につい て、理 論 的視 点か ら考察 し
て いる。本 章で は、 ドイツ を中心 とす る
原価 計算理 論 について、初学 者 に も分 か
りやす く概 説 してい る。
第3章 で は、 ドイ ツにお ける経 営会 計
の 現状 と動 向 につ いて、 最 新 の理 論 に
っ いて考察 してい る。特 に、 ドイ ツの高
名 な原価 計算 学者、G.Munzel,P.Riebel,
お よびG.Lassmannの 理 論 につ い て詳
し く研究 して い る。 ドイツ留 学 中の著者
と、 これ ら ドイッ人 学者 との交流 も語 ら
れて お り、興 味深 い 内容 とな ってい る。
第4章 で は、 ア メ リカにお け る原価 計
算 の展 開 につ いて、歴史 的、理論 的な視
点か ら考察 してい る。本 章で は、 アメ リ
カ の経 営会 計 の歴 史 と理 論 にっ いて コン
パ ク トに ま とめ られて い る。
第5章 で は、 日本 におけ る経営会計 の
展 開 について、歴史 的、理論 的 な視 点か
ら考 察 して い る。本 章で は、 日本 での管
理 会計 の研 究 にっいて、中心 的な研 究者 、
機 関、学会 について詳細 に記述 して お り、
日本 の会 計学発展 の歴史 とい う観 点か ら
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も興味深 い内容 となってい る。
第6章 で は、イ ギ リス、 フ ランス、 中
国、 その他 の諸 国(カ ナ ダ、 オース トラ
リア、韓 国)に お け る経 営会計 の特徴 に
つ いて、歴史 的、理論 的な視 点か ら考 察
して い る。 イ ギ リス、 フ ランス、 中 国、
カ ナダ、 オ ース トラ リア、韓 国 の経 営会
計 につ いて の研究 は、 国際比較経 営 とい
う視点 で も注 目され る。
終章 で は、 ドイ ッ、 アメ リカ、 日本 に
お け る経 営会 計 につ いて、 歴史 、社 会 、
企 業経営 な どの特徴 を加 えなが ら、経 営
会 計比較 を行 ってい る。終章 で は、 国際
比較 で各 国の経営会 計の特徴 につ いて コ
ンパ ク トにま とめ られて い る。
以上 の ように、本書 は、会 計学 の分 野
において比較 的研究成 果 の乏 しい国際会
計 比較 とい う分野 で、ドイ ッ、アメ リカ、
日本 、 カナ ダ、 オース トラリア、韓 国 と
の経 営会計 を理論 的、歴史 的 に比較 して
お り、極 めて独創性 の高 い著書 となって
い る。
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